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奪1990年から続いている雲仙普賢岳の噴火活動や,

多くの被害を出した北海道南西沖地震,大水,冷害

など,今年も自然災害が続きました.被災者ρ皆様

には心からお見舞い申L上げます.

禽今月号は,5月に発生した北海道南西沖地震の直

後の取り組みを中心に地震関連の記事を集めてみま

した.地震直後の復興活動もままならないときに,

現地調査に入って被災者の方々にご迷惑をおかけし

ました.皆様のご協力で,地震直後でなければ得ら

れ淀いデｰタがとれました.噴砂の証拠などは大雨

が降っただけでも不鮮明になります.

禽今回は白嶺丸が近くの海域にいたため,計画を変

更Lて震源海域に急行して,余震の続くうちに海底

地震計とサイドスキャソソナｰなど最新観測機器に

よる測定を行いました.その概要を報告してもらい.

ました.

奪伊豆半島の地震では温泉が集中しているという特

徴から,アンケｰトというクラシックな方法も効果

を上げます.

禽日本列島も現象を理解するには,条件の違う外国

との協力も必要不可欠です.トルコとインドの協力

の例をまとめてもらいました.なお,昨年京都で開

かれたIGCの開会式の通産大臣の挨拶での世界自

然災害図の提案を受けて,今年の6月には自然災

害図の国際会議が各国の研究者を集めて,つくばで

開かれました.

禽地球科学は進歩したようで,いざ予知｡予測とな

るとまだまだ無力な存在であることを実感します.

さ事ざまの機器を用いた総合的なデｰタの蓄積と,

そのデｰタを用いた基本メカニズムに関する大胆な

解釈が必要のようです.広く理解を得て研究を進め

るために,分かりやすく説明することは欠かすこと

ができません.地質ニュｰスも地球科学の普及に役

に立つように努力します.
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